
　

眩
い
ば
か
り
の
明
か
り
に
照

ら
さ
れ
、人
気
の
な
い
夜
の
境
内

に
舞
台
が
浮
か
び
上
が
る
。
真

剣
な
面
持
ち
で〝
那
智
の
田
楽
〟

を
練
習
す
る
の
は
、
那
智
田
楽

保
存
会
の
男
た
ち
だ
。

　
〝
那
智
の
田
楽
〟は
、
国
の
重

要
無
形
民
俗
文
化
財
に
登
録
さ

れ
て
い
る
熊
野
那
智
大
社
例
大

祭
の
神
事
で
、ユ
ネ
ス
コ
の
無
形

文
化
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
て
い

る
。「
こ
の
田
楽
は
、室
町
時
代

か
ら
続
く
も
の
で
、洗
練
さ
れ
た

リ
ズ
ム
や
雅
さ
が
あ
り
、京
都
か

ら
伝
わ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
50
年
も
の
間
、
途
絶
え
て

い
た
こ
と
が
あ
り
、２
０
２
１

年
に
復
興
１
０
０
年
を
迎
え

た
奇
跡
の
神
事
な
の
で
す
」と

語
る
の
は
、熊
野
那
智
大
社
の

男お
と
こ
な
り
よ
う
ぞ
う

成
洋
三
宮
司
。「
途
絶
え
た

原
因
は
明
治
元
年
の
神
仏
分
離

令
で
、
田
楽
を
演
じ
て
い
た
多

く
の
社
僧
が
還
俗
し
、
踊
り
手

が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
」。

　

途
絶
え
て
か
ら
約
50
年
後
に

田
楽
復
興
の
気
運
が
高
ま
っ

た
。
そ
こ
に
偶
然
に
も
他
所
に

行
っ
て
い
た
田
楽
笛
の
名
手
が

帰
郷
、
加
え
て
も
う
一
人
の
田

楽
経
験
者
の
古
老
二
人
に
よ
る

伝
授
に
よ
っ
て
復
興
さ
れ
た
。

田
楽
は
口
伝
で
あ
っ
た
た
め
舞

譜
や
楽
譜
は
な
く
、
復
興
の
際

に
す
べ
て
譜
面
に
書
き
起
こ
さ

れ
た
。「
も
ち
ろ
ん
６
０
０
年
も

の
間
、全
く
何
も
変
わ
っ
て
い
な

い
と
は
思
え
ま
せ
ん
。田
楽
を
復

活
で
き
た
の
は
、
人
々
の
信
仰

心
の
お
か
げ
で
あ
り
、
紛
れ
も

な
い
奇
跡
だ
と
思
い
ま
す
」と
続

け
た
。

　
「
普
段
は
年
に
一
度
の
例
大
祭

の
時
だ
け
で
す
が
、
昨
年
は
何

度
も
舞
い
ま
し
た
。
那
智
田
楽

保
存
会
は
現
在
28
名
で
す
。皆
、

仕
事
が
終
わ
っ
て
か
ら
の
練
習

で
す
か
ら
大
変
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
田
楽
は
大
社
の
神
事
で

す
か
ら
、
我
々
住
民
や
氏
子
た

ち
に
と
っ
て
も
大
切
な
も
の
で

す
」と
語
る
保
存
会
副
会
長
の

小お
が
わ川

一か
ず
よ
し義

さ
ん
。

　

舞
の
所
作
一
つ
一
つ
に
意
味

が
あ
る
。そ
れ
を
説
明
し
、
若

手
に
教
え
る
こ
と
は
、
歴
史

や
伝
統
の
継
承
と
同
じ
こ

と
。こ
の
奇
跡
の
物
語
自

体
が
、人
々
に
よ
る
大
社

へ
の
想
い
が
継
承
さ
れ

て
き
た
結
果
に
他
な

ら
な
い
。

例大祭では40分程度だが、2021年11月に熊野那智大社で行われ
た「高野・熊野夢舞台コンサート」では、20分に短縮して披露さ
れた。20歳から保存会に入会し､約50年にわたり活動している
小川さんは、息子さんはもちろんお孫さんも所属しているとい
う。最初は〝稚児（ちご）の舞〟から始め、一つ一つの意味を伝え
ながら、本格的な舞を覚えていく。これこそ文化の伝承である。
左／田楽で使われる腰太鼓とビンザサラ。

「笛方の名手が帰郷されたことで、奇跡的に復活しまし
た。笛やビンザサラなどの道具や衣装が残っていたこと
も幸いでした。こうして50年ぶりに〝那智の田楽〟は蘇り
ましたが、ほどなくしてその笛方の名手は亡くなってし
まわれました。昔に奉仕した古老が存命していなかった
ら、田楽は600年という歴史を刻めなかったことでしょ
う」と語る男成宮司。

６
０
０
年
続
く

舞
に
込
め
ら
れ
た

田
楽
復
興
の
物
語

那
智
の
田
楽

まさしくギリギリの〝奇跡〟の物語　　

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産

熊野那智大社宝物殿に展示されている〝田楽要
録〟。復活劇を間近に見つめてきた貴重な資料で
ある。

熊
野
那
智
大
社
例
大
祭
で
使
用
さ
れ
る

大
き
な
松
明
。 熊野那智大社　

住所／東牟婁郡那智勝浦町那智山１
電話／0735-55-0321

熊野那智大社例大祭、日本の三大火祭りに数えられる那
智の扇祭りで奉納される那智の田楽。2012年にユネスコ
の無形文化遺産に登録された。現在は、笛１人、笛控１人、
太鼓４人、ビンザサラ４人、シテテン（小鼓）２人の計12
名で演じられている。
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